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論 文 の 内 容 の 要 旨

本研究では,わい化栽培を目的として,ブラッシング,ウニコナゾール,アミノエトキシビニルグリ

シン仏VG)などの処理がキクの生長,開花,体内ホルモンのレベ/嶋よび栄養成分含量に及ぼす影響

を調査した.

軟毛なブラシでアブラカンギクにブラッシング処理を行った.処理回数は1日1b,20,aO回で,処

理期間は15日の実験区,または処理期間は7,14,21日で,処理回数は1日15回の実験区を設けた.

草丈はすべての処理区で処理後26日目に顕著に抑制されたが,処理停止後,時間の経過とともにわい

化効果は減少した.草丈は15回21日処理区で最も抑制された.分枝数は,15回21日処理区と30回

15日処理区で増加した.発膏開始日は,15回21日処理区で6日早まり,花数は増加した.開花数は

30回15日と15回21日処理区で増加した.本実験から,品質の高いアブラカンギクの鉢物を生産する

には毎日15回21日のブラッシング処理が適当と思われた.

キク伽dⅥ月血色朋gⅧぬ侃a血如.)馳m)の挿し芽苗の定植1ケ月後,25血mウニコナゾ

ールとブラッシング処理を行い,さらにその半分の植物に25ppmのAyG処理を行った.ブラッシン

グはウニコナゾ⊥ルとAVG処理を行った日に開始し,発膏まで続けた.草丈はウニコナゾール,ブラ

ッシングとウニコナゾール+AVG処理区では減少したが,ノⅣG処理区では増大した.草丈の抑制効果

はブラッシング処理と比べ,ウニコナゾール処理区で早めに見られた.茎径はウニコナゾール,ウニコ

ナノール+AVGとjⅣG処理区で減少したが,ブラッシングとブラッシング+瓜椙処理区では増加した.

ウ主コナゾー/城壁後直ちにエチレン生成が増大し,処理3日後に最大になった.ブラッシング処理区



のエチレン生成はウニコナゾール処理区より多く,処理3日後に最大値を示した.しかし,AVG処理区

でのエチレン生成は最も低い値であり,また,jⅣG処理により,ウニコナゾールとブラッシングによる

エチレン生成の増大は著しく抑制された.対照区ではGAl,GA3およびG如様物質が検出され,GAl

およびG血様物質はウニコナゾールおよびブラッシング処理区では著しく減少したが,AVG単独処理

区では大きな変動は認められかった.これらの結果は,ウニコナゾールとブラッシング処理によるキク

の生育､開花およびわい化鱒ジベレリンおよびエチレンの両方のレべ/レに関係があることを示している･

キク(戊β血虚班ag陀d伽取乱mat.)Ei蝕n)の挿し芽苗の定植1か月後,カルシウム(Ca)と

マグネシウム鴨)処理を行った.処理区は対照区,0.2gCa,0.5gMg,0･2gCa+0･2gMg,0･5g

Ca+0.2gMgおよび0.2gMgとした.草丈は対照区と比較して,0.5gCaおよび0･5gCa+0･2gMg

処理区で増加したが,他の処理では影響が黎められなかった.0.2gMg処理区を除いて,いずれの処理

区でも地上部の乾物重は増加した.Ca含量は0.2gCaと0.5gCa処理区とも増加したが,0.2gMg

処理区では減少した.Mg含量は仏+Mgの処理区とMg単独処理区で増加した･処理後10日目,対

照区と比較して,すべての処理区でエチレン生成が低下した.GAl,GA3様物質は0.2gCa+0.2gMg,

0.5gCa+0.2gMg処理区では減少したが,0.2gCa,0.5gCa,0.2gMg処理区では影響が見られなか

った.これらの結果から,CaとMg処理はキクの生長と栄養成分含量だけでなくジベレリン活性および

エチレン生成にも影響することが明らかとなった.

以上の結果より,キクのわい化栽培を目的とする場合,わい化剤の代わりにブラッシングの物理的な

方法でわい化でき､またキクの生育や開花は体内の栄養成分,エチレン発生およびジベレリンの含量に

関係あることが明らかになった.

審 査 結 果 の 要 旨

本論文は,わい化栽培を目的として,ブラッシング,ウニコナゾール,アミノエトキ

シビ土ルグリシン(AVG)などの処理がキクの生長,開花,体内ホルモンのレベルおよ

び栄養成分含量に及ぼす影響を調査したものである.

軟毛なブラシでアブラカンギクにブラッシング処理を行った.処理回数は1日10,20,

30回で,処理期間は15日の実験区,または処理期間は7,14,21日で,処理回数は1

日15回の実験区を設けた.草丈はすべての処理区で処理後26日目に顕著に抑制された

が,処理停止後,時間の経過とともにわい化効果は減少した.草丈は15回21日処理区

で最も抑制された.分枝数は,15回21日処理区と30回15日処理.区で増加した.発菅

開始日は,15回21日処理区で6日早まり,花数は増加した.開花数は30回15日と15

回21日処理区で増加した.本実験から,品質の高いアブラカンギクの鉢物を生産するに

は毎日15回21日のブラッシング処理が適当と思われた.

キク(肋血刀血色皿a卯月虚血ば甘侃amat.)m也m.)の挿し芽苗の定植1ケ月後,25

ppmウニコナゾールとブラッシング処理を行い,さらにその半分の植物に25ppmの

AVG処理を行った.ブラッシングはウニコナゾールとAVG処理を行った日に開始し,

発膏まで続けた.草丈はウニコナゾール,ブラッシングとウニコナゾール+AVG処理区

では減少したが,AVG処理区では増大した.草丈の抑制効果はブラッシング処理と比べ,

ウニコナゾール処理区で早めに見られた.茎径はウニコナゾール,ウニコナゾール+AVG

とAVG処理区で減少したが,ブラッシングとブラッシング+AVG処理区では増加した.
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ウニコナゾール処理後直ちにエチレン生成が増大し,処理3日後に最大になった.ブラ

ッシング処理区のエチレン生成はウニコナゾール処理区より多く,処理3日後に最大値

を示した.しかし,AVG処理区でのエチレン生成は最も低い値であり,また,AVG処理

により,ウニコナゾールとブラッシングによるエチレン生成の増大は著しく抑制された.

対照区ではGAl,G鮎およびGA7様物質が検出され,GAlおよびG鮎様物質はウニコナ

ゾヤルおよびブラッシング処理区では著しく減少したが,AVG単独処理区では大きな変

動は認められかった.これらの結果は,ウニコナゾールとブラッシング処理によるキク

の生育､開花およびわい化はジベレリンおよびエチレンの両方のレベルに関係があるこ

とを示している.

キク(勉励地色皿8gn組成鮎帽侃amat.)m鹿皿.)の挿し芽苗の定植1か月後,カル

シウム(Ca)とマグネシウム(Mg)処理を行った.処理区は対照区,0.2gCa,0.5g

Mg,0.2gCa+0.2gMg,0.5gCa+0.2gMgおよび0.2gMgとした･草丈は対照区と

比較して,0.5gCaおよび0.5gCa+0.2gMg処理区で増加したが,他の処理では影響

が静められなかった.0.2gMg処理区を除いて,いずれの処理区でも地上部の乾物重は

増加した.Ca含量は0.2gCaと0.5gCa処理区とも増加したが,0.2gMg処理区では

.減少した.Mg含量はCa+Mgの処理区とMg単独処理区で増加した.処理後10日目,
対照区と比較して,すべての処理区でエチレン生成が低下した.GAl,GA3様物質は0.2

gCa+0.2gMg,0.5gCa+0.2gMg処理区では減少したが,0.2gCa,0.5gCa,0.2

gMg処理区では影響が見られなかった.これらの結果から,CaとMg処理はキクの生

長と栄養成分含量だけでなくジベレリン活性およびエチレン生成にも影響することが明

らかとなった.

以上の結果より,キクのわい化栽培を目的とする場合,わい化剤の代わりにブラッシ

ングの物理的な方法でわい化でき､またキクの生育や開花は体内の栄養成分,.エチレン

発生およびジベレリンの含量に関係あることが明らかにされた.

以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論

文として十分価値があるものと認めた.
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